
学
校
法
人
　
国
際
医
療
福
祉
大
学

二
〇
一
七
年
度
　
国
際
医
療
福
祉
大
学
　
自
己
点
検
・
評
価
報
告
書









目 次 

 

Ⅰ．2017年度自己点検・評価のねらい ······································ 1                  

Ⅱ．建学の精神・基本理念、ｱﾄﾞﾐｯｼｮﾝﾎﾟﾘｼｰ、使命・目的、個性・特色等 

  １．建学の精神・基本理念、ｱﾄﾞﾐｯｼｮﾝﾎﾟﾘｼｰ ····························· 4 

  ２．使命・目的 ······················································ 5 

  ３．個性・特色等 ···················································· 6 

Ⅲ．沿革と現況 

  １．沿革 ··························································· 11 

  ２．現況 ··························································· 15 

Ⅳ．大学の新たな課題：国際交流の更なる進展 

１．留学生及び研修生の受入れ ······································· 20 

２．国際協力協定の締結 ············································· 36 

３．海外研修 ······················································· 38 

４．教員による海外活動 ············································· 44 

Ⅴ．各学部各学科の自己点検・評価と今後の課題 

（１）保健医療学部 看護学科 ········································· 136 

（２）保健医療学部 理学療法学科 ····································· 138 

（３）保健医療学部 作業療法学科 ····································· 140 

（４）保健医療学部 言語聴覚学科 ····································· 142 

（５）保健医療学部 視機能療法学科 ··································· 145 

（６）保健医療学部 放射線・情報科学科 ······························· 147 

（７）医療福祉学部 医療福祉・マネジメント学科 ······················· 150 

（８）薬学部 薬学科 ················································· 152 

（９）小田原保健医療学部 看護学科 ··································· 157 

（10）小田原保健医療学部 理学療法学科 ······························· 160 

（11）小田原保健医療学部 作業療法学科 ······························· 162 

（12）福岡看護学部 看護学科 ········································· 164 

（13）福岡保健医療学部 理学療法学科 ································· 166 

（14）福岡保健医療学部 作業療法学科 ································· 168 

（15）福岡保健医療学部 言語聴覚学科 ································· 170 

（16）福岡保健医療学部 医学検査学科 ································· 178 

（17）医学部 医学科 ················································· 181 

（18）成田看護学部 看護学科 ········································· 184 

（19）成田保健医療学部 理学療法学科 ································· 186 

（20）成田保健医療学部 作業療法学科 ································· 188 

（21）成田保健医療学部 言語聴覚学科 ································· 190 

（22）成田保健医療学部 医学検査学科 ································· 193 

（23）留学生別科 ···················································· 195 

Ⅵ．大学院各専攻分野の自己点検・評価と今後の課題 

（１）保健医療学専攻 特定行為看護師養成分野 ························· 198 

（２）保健医療学専攻 助産学分野 ····································· 199 



（３）保健医療学専攻 理学療法学分野 ···································· 200 

（４）保健医療学専攻 作業療法学分野 ································· 203 

（５）保健医療学専攻 言語聴覚分野 ··································· 206 

（６）保健医療学専攻 視機能療法学分野 ······························· 207 

（７）保健医療学専攻 福祉支援工学分野 ······························· 209 

（８）保健医療学専攻 ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ学分野 ······························· 210 

（９）保健医療学専攻 放射線・情報科学分野 ··························· 211 

（10）保健医療学専攻 生殖補助医療胚培養分野 ························· 213 

（11）保健医療学専攻 医療福祉教育・管理分野 ························· 215 

（12）保健医療学専攻 臨床検査学分野 ································· 216 

（13）医療福祉経営専攻 医療経営管理分野 ····························· 217 

（14）医療福祉経営専攻 診療情報ｱﾅﾘｽﾄ養成分野 ························ 219 

   保健医療学専攻 診療情報管理・分析学分野 

（15）保健医療学専攻 医療福祉国際協力学分野 ························· 220 

（16）医療福祉経営専攻 医療通訳・国際医療ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ分野 ················ 221 

（17）臨床心理学専攻 臨床心理学分野 ································· 226 

（18）薬学研究科・薬科学研究科 ······································ 227 

Ⅶ．2017年度自己点検・評価の総括 ······································ 231 

   

国際医療福祉大学自己点検・評価委員会規程 ·························· 235 

  2017年度自己点検・評価委員会名簿 ·································· 237 

  

 



- 1 -



- 2 -



- 3 -





- 4 -



- 5 -



- 6 -



- 7 -



- 8 -



ージを模したレイアウトをしている。大田原キャンパス薬学棟 3 階全フロアを占める実

習施設には、実際の保険薬局を模した模擬保険薬局や、スタッフステーション・診察室、

各種調剤室などがあり、臨床薬学教育を重視した充実の設備を整えている。成田キャンパ

ス看護学科ではあらゆる臨床現場を想定し、モニター室も備えたラボ。病室やナースステ

ーションを模した設備と最新鋭のシミュレーション機器を揃え、ICU や CCU、NICU な

どの高度医療に対応した実践的な演習を行う。教員からは「細かな指導ができる」、学生

からは「指導がイメージし易い」と評価されている。大川キャンパス言語聴覚学科の演

習室は、1,600m2のフロアに 16 室にもおよぶ最新の演習施設を整備している。広さ、演習

室数とも、言語聴覚士養成校としてはこれまでにない規模を誇っている。 
2017 年 4 月開設した成田キャンパス医学部棟内に設置の「医学教育シミュレーション

センター」は広さ 5,0002を超え、世界最大級の規模を誇ります。講義・演習においてシミ

ュレータを用いたシミュレーション教育を多用して、基礎的な臨床技術を効果的に修得て

いる。 
・図書館及び図書室 
 本学図書館は、学生および教職員の教育・研究・調査・学習を支援するため、医学・医療福

祉関連の資料を中心に収集している。図書の他にも専門雑誌や電子ジャーナル・ブックを所

蔵し、図書館ホームページから蔵書検索が可能となっている。また、教養としての読書の手が

かりとなるような一般書、充実した学生生活のための実用書も選定している。 
図書館は、大田原キャンパスを本館とし、成田・東京赤坂・小田原・福岡・大川の各キャンパ

スに分館、附属病院および看護学校内に分室を設置した総称であり、相互に連携した運営を

行い、資源の有効活用を図っている。各館に専任の司書を配置し、所蔵資料の管理だけでな

く、未所蔵の場合でも国内外の機関の協力のもと、利用者へ迅速に資料提供できる態勢をと

っている。また、自ら問題解決できるよう調べもの相談（レファレンス）サービスを提供したり、定

期試験や国家試験に取り組む学生が落ち着いて勉強できる環境も整えている。地域貢献の一

環としては、近隣の医療従事者や一般の方にも図書館を公開している。 
・衛星放送授業（平成 23(2011)年度からは VOD 授業に特化） 

本学は、ＣＳ放送「医療福祉チャンネル 774」（㈱医療福祉総合研究所）の番組企画・

制作を全面的にサポートし、学生には入学と同時に衛星放送の受信システムを無償貸与

及び衛星放送授業での単位取得を可能とするなど、補助教材としても役立てるよう取り

組んできた。同授業は、平成 23(2011)年度からはビデオ・オン・デマンド（ＶＯＤ）シ

ステムに特化し、学内のコンピュータルームのパソコン、自宅のパソコン等インターネ

ットに接続できるものであれば視聴できるように学生の利便性を図っている。視聴後に

確認問題へ回答する機能を追加して双方向性を向上させている。 
・健康管理等 

本学は全キャンパスとも、学生の体調不良やけがの応急処置等の対応ができるように

「学生保健室」を設置している。また、キャンパス内に併設もしくは近隣にある附属病

院や関連施設と連携し、学生の健康管理を行っている。 

大田原キャンパスに併設されている「国際医療福祉大学クリニック健康管理センタ

ー」では、学内や病院実習での感染予防対策などを検討するとともに、インフルエンザ

をはじめ、感染症が流行した場合等において、速やかな対応策を検討し、その検討結果

を、各キャンパス学生課を通じて全学的に予防を励行するとともに、注意喚起を行って
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Ⅲ．沿革と現況 

 
１．沿革 

本学は医師以外の医療や福祉の専門職（メディカルスタッフ）を育成する「保健医療福

祉の総合大学」として、平成７年に開学し、平成 17(2005)年には開学 10 周年を迎えた。 
初年度は保健学部 5 学科で開学し、平成 9(1997)年度には医療福祉学部を開設した。そ

の後平成 11(1999)年度には大学院医療福祉学研究科を開設、平成 14(2002)年度には保健学

部に視機能療法学科を増設して、2 学部 8 学科、1 研究科の体制となった。平成 17(2005)
年度には大田原キャンパスに薬学部薬学科を開設するとともに、福岡県大川市にリハビリ

テーション学部 2 学科を、平成 18(2006)年度には神奈川県小田原市に小田原保健医療学部

3 学科を開設し、大田原キャンパス以外にも学部の展開を行った。 
平成 17(2005)年度には、学生のボランティア活動を支援するため大田原キャンパスにＩ

ＵＨＷボランティアセンターを開設し、専属のコーディネーターによるボランティアに関

する学生の相談やボランティアの斡旋のほか、病院や施設等への学生ボランティアの紹介

をするなど、地域との連携を促進している。 

平成 19(2007)年度には、保健学部を保健医療学部に改称、リハビリテーション学部を福

岡リハビリテーション学部に改称及び言語聴覚学科を増設して 3学科とした。 

平成 21(2009)年度には、医療福祉学部の医療経営管理学科及び医療福祉学科を統合し、

医療福祉・マネジメント学科として再スタートを切った。新たに、福岡県福岡市に本学の

6番目となる福岡看護学部、大学院には薬科学研究科を開設した。 

平成 25(2013)年福岡リハビリテーション学部を福岡保健医療学部に改称するとともに、

福岡保健医療学部に医学検査学科を開設した。 

平成 27(2015)年 6 月には大田原キャンパスに留学生別科開設した。平成 28（2016）年

4月 成田看護学部・成田保健医療学部（成田キャンパス）を開設、平成 29(2017)年 4月医

学部医学科（成田キャンパス）を開設した。これにより、本学の教育研究体制は 9学部 22

学科 3研究科に拡充した。全国各地から入学者を迎え、それぞれの地域社会で活躍できる

保健医療福祉専門職の人材育成を図っている。 

  

＜大学院＞ 
平成 11(1999)年度の保健医療学専攻修士課程の開設に続き、平成 13(2001)年度には医療

福祉経営専攻修士課程及び保健医療学専攻博士課程を開設、平成 19(2007)年度には臨床心

理学専攻修士課程を加え、1 研究科 3 専攻の体制となった。 
平成 21(2009)年度には、新たに薬科学研究科修士課程を開設し、2 研究科 4 専攻の体制

となった。ただし、翌年の平成 22(2010)年度には、医療・生命薬科学専攻の募集を停止し、

生命薬科学専攻を開設した。 
大学院は、平成 13(2001)年度からサテライトキャンパスの展開を始め、働きながら学び

たいという社会人の要請にも応えている。現在、東京、小田原、熱海、福岡、大川、熊本

の各キャンパスにおいて、遠隔授業システムを用いた同時双方向の授業を併用して、より

高度な専門職の養成と研究指導を行っている。 
平成 20(2008)年度からは文部科学省の「がんプロフェッショナル養成プラン」に選定され 
た「全人的ながん医療の実践者養成」推進のため、自治医科大学にも遠隔システムを設置 
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し、連携して取り組みを進めている。平成 24(2012)年 4月大学院薬学研究科 医療・生命 

薬学専攻（博士課程）開設している。 

 
＜附属施設及び関連施設＞ 
臨床実習教育及び臨床研究の場として、附属病院等の整備を進めている。平成 8(1996)

年度に学内に国際医療福祉大学クリニックを開設、本学学生・教職員の健康管理センター

としてスタート。平成 9(1997)年度からは言語聴覚センターを、言語聴覚障害学科（現言

語聴覚学科）の臨床実習施設として開設した。また、平成 14(2002)年度に国際医療福祉大

学熱海病院（静岡県熱海市）、平成 16(2004)年度に国際医療福祉大学三田病院（東京都港

区、東京都認定がん診療病院）、平成 18(2006)年度に国際医療福祉大学病院（栃木県那須

塩原市、平成 10(1998)年度に医療法人経営の病院として開設後、平成 18(2006)年度に学

校法人が承継、同時に介護老人保健施設マロニエ苑・にしなすの総合在宅ケアセンターも

学校法人が承継）、平成 21(2009)年度には国際医療福祉大学塩谷病院（栃木県矢板市）を

それぞれ開設した。 
その他、キャンパス敷地内には関連法人である社会福祉法人邦友会により、平成

12(2000)年度に重症心身障害児施設なす療育園、身体障害者療護施設那須療護園、身体障

害者デイサービスセンター那須デイセンターの複合施設である国際医療福祉リハビリテー

ションセンターを開設。平成 15(2003)年度にはおおたわら総合在宅ケアセンターを、平成

18(2006)年度には特別養護老人ホームおおたわら風花苑を、それぞれ学内に開設した。 
充実した豊富な医療・福祉施設群は、本学の特色の一つであり、障害者や高齢者が学生

と生活空間を共有する、「共に生きる社会」を実感できるキャンパスとなっている。 
 

＜国際交流活動＞ 
(1) 医学部留学生特別奨学生制度 

2017 年 4 月に開設した医学部では、優秀な留学生を受入れるために医学部留学生特別 
奨学生制度を設置し、ベトナム、モンゴル、ミャンマー、インドネシア、ラオス、カン 
ボジアの 6 カ国の政府や大学と覚書を締結しました。入学金や授業料、教材費、生活費 
などを、医学部を卒業するまでの６年間にわたり奨学金で給付するものです。留学生が 
日本の医師免許を取得し、本学関連施設などで臨床経験を積んだ後に、母国で保健医療 
分野の発展に寄与することを目的としている。 

(2) ＩＵＨＷ奨学生制度 
アジア各国の医療福祉分野で指導的立場となる人材の養成に寄与したいと考え、アジ 

 ア出身の特待留学生に対して、学費全額およびその他の経費などを負担する本学独自の 
 奨学金制度を設けています。この制度を適用した留学生に対しては、卒業後はすみやか 
 に帰国し、母国の医療福祉発展のため、その分野で指導的立場として従事するよう義務

付け、制度趣旨の実効性を図っています。これまでに、ベトナム、ミャンマー、モンゴ

ル、カンボジア、ラオスなどを主とするアジア各国から多数の留学生を受入れています。 
 本制度は「アジア婦人友好会」から高い評価を得ており、留学生の推薦などの協力を頂

いている。 
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(3) 学術交流協定 
海外の大学と学術交流協定の締結など国際的な交流を積極的に進めており、現在 23 カ 

国・地域（タイ、ミャンマー、ベトナム、シンガポール、中国、台湾、韓国、豪州、英 
国、ハンガリー、ロシア、米国など）にわたる４１の大学・機関・病院と協定を結び、

教員・学生の相互交流を積極的に実施している。 
 
 (4)留学生 

開学以来の留学生の受入れに加え、平成 13(2001)年度からは本学独自の奨学金制度、

「IUHW アジア学生奨学金制度」を設け、アジア各地から毎年留学生を受入れ、本国にお 
 いて医療分野面でリーダーとして活躍できる人材の育成を行っている。国際交流センター 

及び国際部を学内組織に設置し、海外情報の収集、留学生との交流会の開催、短期研修生 

の受入れ、海外からの優れた招聘学者による講演会の開催など、多彩な活動に取り組んで 

いる。日本の医療福祉分野や高度な医療福祉技術を高い教育レベルで学びたい 

という留学生を積極的に受け入れており、これまで累計（別科生、研究生、科 

目等履修生を除く）で約 480 名、この内 98 名の留学生（学部生 68 名、大学院 

生 30 名）が現在、本学で学んでいる 

(5)海外研修活動 
国際的センスを磨くため、平成 9(1997)年度から始まった、夏休みを利用した海外ボラ

ンティア活動は、平成 12(2000)年度から、総合教育科目「海外保健福祉事情」として単位

を認定することとなった。現在は毎年中国、ベトナム、オーストラリア、アメリカの 4カ

国での活動に学生が参加している。約 3 か月の国内事前研修の後、夏季休暇、ある

いは冬季休暇中、必修科目、あるいは選択科目として、約 2 週間、海外の提携

医療機関を中心に患者のケアの補助や医療スタッフのサポートなど、海外各国

における医療福祉の現場に直接触れ、貴重な体験を積める「海外保健福祉事情」

を実施している。2017 年度までの累計で 3,367 名、2017 年度は 827 名の学生が

この海外研修に参加しており、国際的視野の涵養を図っている。 

 

＜沿革＞ 

平成 7(1995)年 4 月 国際医療福祉大学開学保健学部開設 
（看護学科、理学療法学科、作業療法学科、言語聴覚障害学科、放射

線・情報科学科) 
平成 9(1997)年 2 月 国際医療福祉大学クリニック開設 

（健康管理センター、言語聴覚センター) 
平成 9(1997)年 4 月 医療福祉学部開設（医療経営管理学科、医療福祉学科) 
平成 9(1997)年 8 月

  

学生による第 1 回国際ボランティア活動（ベトナムチョーライ病院） 
（平成 20(2008)年 8 月現在 4 カ国にて実施） 

平成 10(1998)年 3 月 ＪＩＣＡ／ケニア医療技術教育強化プロジェクト協力 
（平成 16(2004)年 3 月本プロジェクト終了） 

平成 10(1998)年  4 月 「通信・放送機構(ＴＡＯ)那須遠隔リハビリリサーチセンター」開設 
（平成 13(2001)年 3 月本プロジェクト終了） 

平成 11(1999)年  4 月 大学院医療福祉学研究科保健医療学専攻（修士課程）開設 
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平成 12(2000)年  4 月 社会福祉法人邦友会国際医療福祉リハビリテーションセンター開設 
（重症心身障害児施設なす療育園、身体障害者療護施設那須療護園、

身体障害者デイサービスセンター那須デイセンター） 

平成 13(2001)年  2 月 JICA カンボジア医療技術者育成プロジェクト協力 
平成 13(2001)年  4 月

  

大学院医療福祉学研究科に保健医療学専攻（博士課程)、医療福祉経 
営専攻（修士課程）開設 

平成 13(2001)年  4 月 大学院サテライトキャンパス開設（東京・福岡・柳川） 
平成 13(2001)年  4 月 ＩＵＨＷアジア学生奨学金制度による留学生受入れ開始 
平成 13(2001)年 4 月 衛星放送授業番組の放送開始（医療福祉チャンネル７７４） 
平成 13(2001)年 11 月

  
ＪＩＣＡ/中国リハビリテーション専門職養成プロジェクト協力 
（教育課程支援） 

平成 14(2002)年 4 月 保健学部に視機能療法学科、医療福祉学部医療福祉学科に介護福祉士 
コース開設 

平成 14(2002)年 7 月 国際医療福祉大学附属熱海病院開設 

平成 15(2003)年 4 月 言語聴覚障害学科を言語聴覚学科に改称 
平成 15(2003)年 4 月 社会福祉法人邦友会おおたわら総合在宅ケアセンター開設 

（通所リハビリテーションおおたわらマロニエデイケアサービス、 
通所介護おおたわらマロニエデイサービス、グループホームおおたわ

らマロニエホーム） 
平成 15(2003)年 5 月 栃木県立大田原女子高校との高大連携事業開始 
平成 16(2004)年 4 月 国際医療福祉大学大学院乃木坂スクール（公開講座）開講 
平成 17(2005)年 3 月 国際医療福祉大学附属三田病院開設 
平成 17(2005)年 4 月

  
大田原キャンパスに薬学部を開設（薬学科）、福岡県大川市にリハビ

リテーション学部を開設（理学療法学科、作業療法学科)  
平成 17(2005)年 4 月 国際医療福祉大学 Video on Demand（ＶＯＤ）サービス開始 

（衛星放送授業科目の常時視聴サービス） 
平成 17(2005)年 10 月 ＩＵＨＷボランティアセンター開設 
平成 18(2006)年 4 月 神奈川県小田原市に小田原保健医療学部を開設（看護学科、理学療法

学科、作業療法学科） 
平成 18(2006)年 4 月

  
国際協力機構（ＪＩＣＡ）草の根技術協力プロジェクト受託（ベトナ

ムにおける地域リハビリテーション及び障害当事者エンパワメント

を通した身体障害者支援事業） 
平成 18(2006)年 10 月 台湾元培科技大学との協定締結 
平成 19(2007)年 2 月 国際医療福祉病院の経営を学校法人にて承継し、国際医療福祉大学病

院と改称、併せて介護老人保健施設マロニエ苑・にしなすの総合在宅

ケアセンターを承継 
国際医療福祉大学附属熱海病院を国際医療福祉大学熱海病院に改称 
国際医療福祉大学附属三田病院を国際医療福祉大学三田病院に改称 

 特別養護老人ホームおおたわら風花苑開設（大田原キャンパス敷地

内） 
平成 19(2007)年 4 月 保健学部を保健医療学部に改称  

リハビリテーション学部を福岡リハビリテーション学部に改称 
福岡リハビリテーション学部に言語聴覚学科開設 
福岡リハビリテーション学部理学療法学科 40 名から 80 名へ定員増 
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大学院医療福祉学研究科に臨床心理学専攻開設 
平成 19(2007)年 7 月 本学大学院とタイ国マヒドン大学公衆衛生学部とで学部間協定締結 
平成 19(2007)年 8 月 文部科学省「がんプロフェッショナル養成プラン」に自治医科大学と 

連携して取り組む「全人的ながん医療の実践者養成」が選定 
平成 20(2008)年 4 月 国際協力機構（ＪＩＣＡ）中国中西部地区リハビリテーション人材養

成プロジェクト協力 
平成 20(2008)年 7 月 元培科技大学（台湾）研修生受入れ 

マヒドン大学（タイ）研修生受入れ 
平成 20(2008)年 9 月 北京パラリンピックに学生派遣 
平成 20(2008)年 11 月 平成 20 年度設置計画履行状況調査「実地調査」（薬学部薬学科） 
平成 21(2009)年  4 月 福岡看護学部看護学科開設 
 医療福祉学部の医療経営管理学科と医療福祉学科を統合し、医療福

祉・マネジメント学科を開設 
 薬科学研究科医療・生命薬科学専攻（修士課程）開設 
 国際医療福祉大学塩谷病院開設 
平成 22(2010)年  4月 薬科学研究科医療・生命薬科学専攻（修士課程）の募集を停止し、生

命薬科学専攻（修士課程）を開設 

平成 24(2012)年  2月  国際医療福祉大学放射線防災研究センター開設 

4月 大学院薬学研究科 医療・生命薬学専攻（博士課程）開設 

8月  湯布院セミナーハウス、アミティ湯布高原（大分県由布市）開設 

平成 25(2013)年  4月  福岡リハビリテーション学部を福岡保健医療学部に改称、 

福岡保健医療学部に医学検査学科開設 

4月  福岡看護学部が福岡市早良区のシーサイドももち地区に移転（福岡キ 

ャンパス）   

4月 大学院 文部科学省の「がんプロフェッショナル養成基盤推進プラン」 

に基づく「がん先端医療に対する多職種連携重点コース（看護師、診 

療放射線技師、薬剤師）」開設 

平成 27(2015)年  6月 大田原キャンパスに留学生別科開設 

平成 28(2016)年  3月  小田原キャンパス 城内校舎が完成 

4月  成田看護学部・成田保健医療学部（成田キャンパス）開設 

平成 29(2017)年  4月  医学部医学科（成田キャンパス）開設 

  
 

２．現況 

 国際医療福祉大学は、栃木県北部に位置する大田原市に平成 7 年 4 月に 1 学部 5 学科で

開学し、 2015（平成 27）年には開学 20 周年を迎えた。 
 2017 年 4 月、成田キャンパスに医学部を開設いたし、現在では、9 学部 22 学科及び大

学院 3 研究科 5 専攻を設置し、大学院を含めると約 7,800 人の学生が学ぶ大学となりまし

た。 
 また、大田原キャンパスを始め、神奈川県小田原市、福岡県大川市そして千葉県成田市

に４キャンパスを有しているが、どのキャンパスに在籍していても、公平な教育が受けら

れるようなカリキュラムを組んでいる。2018 年には東京都港区に赤坂キャンパスを新設し、
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大学院の青山キャンパスを移転させるとともに、赤坂心理・医療福祉マネジメント学部を

開設する予定である。 
大学院は大田原キャンパスの他、東京都港区、神奈川県小田原市、静岡県熱海市、福岡

県福岡市・大川市そして千葉県成田市にもキャンパスを開設しており、これらの地域のど

こに在籍していても同時双方向遠隔授業システムを利用して受講できるようになっている。

多くの授業を平日の夕方以降と土曜日の昼間に行い、e ラーニングシステムを使ったＶＯ

Ｄ（ビデオ・オン・デマンド）授業を開講して自宅での聴講を可能にするなど、社会人に

学びやすい環境を整備している。 
本学は、クリニック及び 5 つの附属病院のほか、「臨床医学研究センター」という位置

づけの関連医療福祉施設を多数保有しており、学生の臨床実習の場としても非常に恵まれ

た環境が整備されている。 
 

 

 

・学部及び大学院の構成 

学部 
保健医療学部 

看護学科 理学療法学科 作業療法学科 言語聴覚学科 

視機能療法学科 放射線・情報科学科 

医療福祉学部 医療福祉・マネジメント学科 

薬学部 薬学科 

小田原保健医療学部 看護学科 理学療法学科 作業療法学科 

福岡看護学部 看護学科 

福岡保健医療学部 理学療法学科 作業療法学科 言語聴覚学科 医学検査学科 

医学部 医学科 

成田看護学部 看護学科 

成田保健医療学部 理学療法学科 作業療法学科 言語聴覚学科 医学検査学科 

大学院 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大学院 

医療福祉学研究科 

[修士課程] 

保健医療学専攻 看護学分野 特定行為看護師養成分野 助産学分

野 理学療法学分野 作業療法学分野 言語聴覚

分野 視機能療法学分野 福祉援助工学分野 リ

ハビリテーション学分野 放射線・情報科学分野 

生殖補助医療胚培養分野 医療福祉教育・管理分

野 臨床検査学分野 災害医療分野 遺伝ｶｳﾝｾﾘﾝ

ｸﾞ分野  

医療福祉経営専攻 医療経営管理分野 診療情報ｱﾅﾘｽﾄ養成分野 医

療福祉国際協力学分野 先進的ケア・ネットワー

ク開発研究分野 医療福祉学分野  医療福祉ｼﾞ

ｬｰﾅﾘｽﾞﾑ分野 医療通訳・国際医療ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ分野 

臨床心理学専攻 臨床心理学分野 

薬学研究科 

[修士課程] 

医療・生命薬学専

攻 
 

薬科学研究科 

[修士課程] 
生命薬科学専攻 医療薬学分野 生命薬学分野 
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医療福祉学研究科 

[博士課程] 

保健医療学専攻 看護学分野 助産学分野 理学療法学分野 作業

療法学分野 言語聴覚分野 視機能療法学分野 

放射線・情報科学分野 福祉援助工学分野 リハ

ビリテーション学分野 医療福祉経営学分野 医

療福祉国際協力学分野 医療福祉学分野 先進的

ケア・ネットワーク開発研究分野 医療福祉ｼﾞｬｰ

ﾅﾘｽﾞﾑ分野  

臨床心理学専攻 臨床心理学分野 

 
 
 
 
 
・学部の学生数  （平成 29(2017)年 5 月 1 日現在）     ( )内の数値は完成年次の収容定員        

学部 学科 
入学 
定員 

収容 
定員 

在籍学生数 

1年 2年 3年 4年 5年 6年 合計 

保健医療 

学部 
看護学科 115 415 110 99 133 121   463 

理学療法学科  100 340 97 78 103 97   375 

作業療法学科 80 320 78 78 106 101   363 

言語聴覚学科  80 320 85 83 90 98   356 

視機能療法学科 50 170 45 41 45 48   179 

放射線・情報科学科 120 420 124 100 118 132   474 

医療福祉・マネジメ

ント学科 

160 650 138 163 158 170   629 

薬学部 薬学科(6年制) 180 1080 204 204 182 184 168 222 1164 

小田原 

保健医療 

学部 

看護学科 80 290 86 91 77 59   313 

理学療法学科 80 200 89 43 52 46   230 

作業療法学科 40 160 39 42 50 48   179 

福岡看護学部 看護学科 100 360 106 105 98 99   408 

福岡保健医

療学部 
理学療法学科 80 320 93 85 100 102   380 

作業療法学科 40 160 42 41 43 48   174 

言語聴覚学科 40 160 43 48 45 48   184 

医学検査学科 80 320 87 86 85 100   358 

医学部 医学科 140 140 140      140 

成田看護学部 看護学科 100 200 107 107     214 

成田保健医療

学部 
理学療法学科 80 160 85 92     177 

作業療法学科 40 80 42 42     84 

言語聴覚学科 40 80 43 40     83 

医学検査学科 80 160 84 85     169 

 1905 6,505 1,967 1753 1485 1501 168 222 7096 

※注１ 平成 15(2003)年 4 月 1 日 保健学部の言語聴覚障害学科を言語聴覚学科に改称 
※注２ 平成 19(2007)年 4 月 1 日 保健学部を保健医療学部に改称 
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※注３ 平成 19(2007)年 4 月 1 日 リハビリテーション学部を福岡リハビリテーション学部に改称 
※注４ 平成 19(2007)年 4 月 1 日 福岡リハビリテーション学部に言語聴覚学科開設 
※注５ 平成 19(2007)年 4 月 1 日 福岡リハビリテーション学部の理学療法学科 40 名から 80 名へ定員増 
※注６ 薬学部薬学科は、平成 17(2005)年度のみ 4 年制・入学定員 150 名、平成 18(2006)年度から 6 年制・ 

入学定員 180 名（4 年制は平成 18(2006)年度以降学生の募集停止） 
 ※注 7 平成 21(2009)年 4 月 1 日 福岡看護学部看護学科開設 
                医療福祉学部の医療経営管理学科と医療福祉学科を統合し、医療福祉・マ

ネジメント学科を開設              
※注 8 平成 25(2013)年 4月 1 日  福岡リハビリテーション学部を福岡保健医療学部に改称、福岡保健医療学部 

に医学検査学科開設 

※注 9  平成 28(2016)年 4月 1 日 成田看護学部・成田保健医療学部（成田キャンパス）開設 

※注 10  平成 29(2017)年 4月  医学部医学科（成田キャンパス）開設 

 
 
 
・大学院の学生数 （平成 29(2017 年 5 月 1 日現在） (  )内の数値は完成年次の収容定員 

研究科 専攻 
入学 

定員 

収容 

定員 

在籍学生数 

1年 2年 3年 4年 合計 

医療福祉学研究科（修士課程） 保健医療学専攻 100 200 146 176   322 

医療福祉経営専攻 50 100 56 50   106 

臨床心理学専攻 25 50 25 26   51 

薬科学研究科（修士課程） 生命薬科学専攻 5 10 1 1   2 

医療福祉学研究科（博士課程） 保健医療学専攻 50 150 68 64 73  205 

薬科学研究科（博士課程） 医療・生命薬科学専攻 5 20 4 1 2 4 11 

合     計 235 530 300 318 75 4 697 
※注 1 平成 19(2007)年 4月 1日 医療福祉学研究科臨床心理学専攻（修士課程）開設 
※注 2 平成 21(2009)年 4月 1日 薬科学研究科医療・生命薬科学専攻（修士課程）開設  
※注 3 平成 22(2010)年 4月 1日 薬科学研究科医療・生命薬科学専攻（修士課程）の募集を停止し、生命薬科学専攻 

（修士課程）を開設 

※注 4  平成 24(2012)年 4月 1日 大学院薬学研究科 医療・生命薬学専攻（博士課程）開設  

 
 

・教員数  （平成 29(2017)年 5 月 1 日現在）  
学部・大学院・その他 教授 准教授 講師 助教 助手 合計 

保健医療学部 31 20 30 22 10 113 
医療福祉学部 9 6 7 8 0 30 
薬学部 18 5 8 6 2 39 
小田原保健医療学部 15 14 18 19 2 68 
成田看護学部 10 7 7 6 0 30 
成田保健医療学部 12 10 15 15 0 52 
福岡看護学部 11 12 9 9 1 42 
福岡保健医療学部 25 11 10 12 3 61 
医学部 129 26 18 18 0 191 
大学院 33 15 3 4 0 55 
その他 75 27 41 4 2 149 

合   計 368 153 166 123 20 836 
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・職員数 （平成 29(2017)年 5 月 1 日現在） 

 
 

 
 
 
 
 
・所在地 

大田原キャンパス（保健医療学部・医療福祉学部・薬学部・大学院） 
〒324-8501 栃木県大田原市北金丸 2600-1    

東京青山キャンパス（大学院） 
〒107-0062 東京都港区南青山 1-3 

小田原キャンパス（小田原保健医療学部・大学院） 
〒250-8588 神奈川県小田原市城山 1-2-25 

熱海キャンパス （大学院） 
〒413-0012 静岡県熱海市東海岸町 13-1 国際医療福祉大学熱海病院内 

大川キャンパス（福岡保健医療学部） 
〒831-8501 福岡県大川市榎津 137-1 

福岡キャンパス（福岡看護学部・大学院） 
〒810-0072 福岡県福岡市早良区百道浜 1-7-4 

成田キャンパス（医学部・成田看護学部・成田保健医療学部） 
〒286-8686 千葉県成田市公津の杜 4-3  

  
 
・附属施設 

国際医療福祉大学クリニック   〒324-8501 栃木県大田原市北金丸 2600-6 
国際医療福祉大学病院      〒329-2763 栃木県那須塩原市井口 537-3 
国際医療福祉大学三田病院    〒108-8329 東京都港区三田 1-4-3 
国際医療福祉大学熱海病院    〒413-0012 静岡県熱海市東海岸町 13-1 

  国際医療福祉大学塩谷病院      〒329-2145 栃木県矢板市富田 77 
  国際医療福祉大学市川病院    〒272-0827 千葉県市川市国府台 6-1-14 

介護老人保健施設マロニエ苑   〒329-2763 栃木県那須塩原市井口 533-4 
  にしなすの総合在宅ケアセンター 〒329-2763 栃木県那須塩原市井口 537-3 
  しおや総合在宅ケアセンター   〒329-2145 栃木県矢板市富田 77 
 

事務系 技術技能系 医療系 教務系 その他 合 計 

662 25 2,225 4 15 2,931 
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（９）小田原保健医療学部看護学科 

 

１．業務出張 

  氏名 国 目的 期日 

青柳 美樹 シンガポール 「海外保健福祉事情」学生引率 2016.1.29～2.11 

青柳 美樹 オーストラリア 「海外保健福祉事情」学生引率 2018.1.27～2.9 

谷山 牧 シンガポール 「海外保健福祉事情」学生引率 2018.2.24～3.5 

 
２．公的国際協力 
  なし 
 

３．国際学会などの委員（2016 年度研究活動報告書より抜粋） 

  山下留理子 国際看護交流協会、国際看護研究会 
 衣川さえ子  国際看護師協会（ICN）、国際助産師連盟（ICM） 

  青柳美樹  国際保健医療学会、日本渡航医学会（評議員、看護部会運営委員）  
  鳥本靖子  Gerontological Society of America(米国老年学会) 
  山本佳代子 国際リハビリテーション看護研究会（事務局、会計担当） 
 
４．国際学会学術発表 

青柳美樹  
（ファシリテーター）  

災害時における健康管

理 
国際看護研究会

第14回学術集会  
JICA広尾   

東京都  
2011.9.10 
 

Miwa I, Taniyama M, 
Cheng S, Shimanouchi 
S, Minai J. 

Effectiveness of Inter-

vention in Improving 

Independent Living in 

Elderly People Requiring 

The 2nd Ja-
pan-Korea Joint 
Conference on 
Community Health 

神 戸 市 看

護大学  
兵 庫 県 神

戸市  
2011.7.18 

発表者･座長等  研究題目  
学会・研究会等の

名称  

開催場所  
(会場名，

施設名) 

開催地  
（県／市） 

発表年月日  

Ryuji Ichinoyama, 
Masashi Kawano, Ki-
yoko Funasaki, Eiichi 
Ueno,  
Junko Ishikawa, Noriko 
Katayama, Jumpei 
Matsuura, Yukiko 
Ageno, Takako Sogaya, 
Michel Galbraith 

Examination of nurse's 
communication skills in 
role playing 

The3rdKorea-Chin
a-Japan Nursing 
Conference 

Ewha 
Womans 
University 

Korea/ 
Soul 

2011.10.25-
10.27 

Nagaoka, Y.   Kishida, 

S. 

Shimizu K. 

Trend in Pregnancy After In-

fertility Treatment ;A Litera-

ture Review- 

第 5 6回日本生殖医

学会学術講演会 
54（4）  p303(431) 2011.12 
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Mild Care Assistance: 

Randomized Controlled 

Trial to Study the Effect 

on Depression. 

Nursing. (Hyogo) 

富谷友枝，清水清美 The medical care needs of 
recipients of international 
donor oocytes 

ASPIR（第4回アジ

ア太平洋生殖医学

会学術集会）  

大 阪 府 立

国 際 会 議

場  

大 阪 府 大

阪市  
2012.9.1 

青柳 美樹（ファシリ

テータ）  
異文化で体験する災害  国際看護研究会  JICA横浜  横浜市  2012.9.15 

Maki Taniyama, Ichiro Kai, 

Miyako Takahashi, Rieko 

Koichi. 

Difficulties faced by clinical 

nursing educators and faculty 

in Japan 

The 16th EAFONS Emerald 
Hotel 

Bangkok, 
Thailand 

2013.2.22 

Rieko Koichi, & Maki 

Taniyama.  
Nursing support of social 

participation by patients with 

mental illnesses 

The 16th EAFONS Emerald 
Hotel 

Bangkok, 
Thailand 

2013.2.22 

Saori Yoshioka, et.al. Characteristics of the attitudes 

of mid-career nurses toward 

end-of-life care for end stage 

cancer patients and their fami-

lies in Japan (Poster) 

7th Conference of 

East Asian Forum of 

Nursing Scholars 

Century 

Park Hotel 

Philippines 

Manila 

2014.2.21 

Mikako Arakida, ，  
Miki Aoyagi ， Kimie 
Otani ， Ruriko Yama-
shita 

Current Activities and C
ooperation of Childcare 
Support for Parents With
  
Mental Health Problems: 
An Investigation into Ma
ternal and Child Health 
and Mental Health Depar
tment  
in Health Centers 
 
 
 

the 21st IUHPE 
World Conference 
on Health Promo-
tion 

attaya Thailand 2014.8.26-29
 

 
Maki Taniyama,,Rieko 
Koichi，Ruriko Yam-
ashita，  Saori Yo-
shioka 

 
Poverty and Nursing in 
Japan  
Difficulties Faced by H
omeVisit Nurses Who C
are for Elderly Werfare 
Recipients and Potential 
Solution 
 

 
EAST ASIAN 
FORUM OF 
NURSING 
SCHOLARS 17TH 
INTERNATION-
AL CONFER-
ENCE 
 

 
 
Century 
Park Hotel 

 
 
Manila, 
Philippines 

 
 
2014.2.20-21 

 

Masako Saito,Yoshiko Mother-child interaction aEast Asian ForumCentury Manila, 2014.2.20-21
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Nagao, Yuko Takayam
a, Yumi Kondo, Mari 
Suenaga , Hayami Hay
ashida 
, Kiyoko Hayashi 
Emiko Kawauchi, Saya
ka Tsuchiya,  
Emiko Suzui, Yuka Ii
o, Kazutomo Ohashi 

ssessment at one-month p
ostpartum-Using Japanese 
version of Nursing Child 
Assessment Teaching Scal
e (JNCAST) - 

 of Nursing Schol
ars 
17th International 
Conference 

Park Hotel,  Philippines 

Yoshioka, S., &  
Taniyama, M 

Characteristics of the attit
udes of mid-career nurses
 toward  end-of-life care
 for end-  stage cancer
 patients and  their fami

lies in Japan. 

Century Park Hotel, 
Manila 

Century 
Park Hotel, 

Manila 

Manila,  
Philippines. 

2014.2.21 

Taniyama, M., Koichi, 
R., Yamashita, R., & 

Yoshioka, S. 

Poverty and nursing in Ja-
pan: Difficulties faced by 

home visit nurses who care 
for elderly welfare recipi-
ents and potential solution 

EAFONS 17th in-
ternational confer-

ence 

Century 
Park Hotel, 

Manila 

Manila, 
Philippines. 

2014.2.21 

Kimie Otani, Mikako 
Arakida, Mayumi Sato, 
Eiko Suzuki 
 

・The Effect of Daily Uplifts 
on Health Promotion: Re-
view of the Literature Using 
Concept Analysis 

the 21st IUHPE 
World Conference 
on Health Promo-
tion 

PEACH タ イ ／ パ

タヤ  
2013.8.26-29
  

Mikako Arakida , Kimie 
Otani , Mayumi Sato 
 

Examination of the 
Cost-Effective  of Three 
Health Consultation Pro-
grams for Metabolic Syn-
drome 
 

the 21st IUHPE 
World Conference 
on Health Promo-
tion 

PEACH タイ／パ

タヤ 
2013.8.26-29
  

 
Mayumi Sato, Reiko 
Sato, Eiko Suzuki, 
Kimie Otani, Mikako 
Arakida 
 

 
Changes in Quality of Life 
of Gynecology Cancer Pa-
tients after Lymphadenec-
tomy 

 
the 21st IUHPE 
World Conference 
on Health Promo-
tion 

 
PEACH 

 

タイ／パ

タヤ 

 
2013.8.26-29

  

Eiko Suzuki, Kazutaka 
Makidaira, Tomomi 
Azuma, Akiko Maruya-
ma, Miyuki Saito, Ma-
yumi Sato, Kimie Otani 

The relative factor of vio-
lence toward Nurses from 
Inpatients 
 

the 21st IUHPE 
World Conference 
on Health Promo-
tion 

PEACH タイ／パ

タヤ 
2013.8.26-29

  

 

Mild Care Assistance: 

Randomized Controlled 

Trial to Study the Effect 

on Depression. 

Nursing. (Hyogo) 

富谷友枝，清水清美 The medical care needs of 
recipients of international 
donor oocytes 

ASPIR（第4回アジ

ア太平洋生殖医学

会学術集会）  

大 阪 府 立

国 際 会 議

場  

大 阪 府 大

阪市  
2012.9.1 

青柳 美樹（ファシリ

テータ）  
異文化で体験する災害  国際看護研究会  JICA横浜  横浜市  2012.9.15 

Maki Taniyama, Ichiro Kai, 

Miyako Takahashi, Rieko 

Koichi. 

Difficulties faced by clinical 

nursing educators and faculty 

in Japan 

The 16th EAFONS Emerald 
Hotel 

Bangkok, 
Thailand 

2013.2.22 

Rieko Koichi, & Maki 

Taniyama.  
Nursing support of social 

participation by patients with 

mental illnesses 

The 16th EAFONS Emerald 
Hotel 

Bangkok, 
Thailand 

2013.2.22 

Saori Yoshioka, et.al. Characteristics of the attitudes 

of mid-career nurses toward 

end-of-life care for end stage 

cancer patients and their fami-

lies in Japan (Poster) 

7th Conference of 

East Asian Forum of 

Nursing Scholars 

Century 

Park Hotel 

Philippines 

Manila 

2014.2.21 

Mikako Arakida, ，  
Miki Aoyagi ， Kimie 
Otani ， Ruriko Yama-
shita 

Current Activities and C
ooperation of Childcare 
Support for Parents With
  
Mental Health Problems: 
An Investigation into Ma
ternal and Child Health 
and Mental Health Depar
tment  
in Health Centers 
 
 
 

the 21st IUHPE 
World Conference 
on Health Promo-
tion 

attaya Thailand 2014.8.26-29
 

 
Maki Taniyama,,Rieko 
Koichi，Ruriko Yam-
ashita，  Saori Yo-
shioka 

 
Poverty and Nursing in 
Japan  
Difficulties Faced by H
omeVisit Nurses Who C
are for Elderly Werfare 
Recipients and Potential 
Solution 
 

 
EAST ASIAN 
FORUM OF 
NURSING 
SCHOLARS 17TH 
INTERNATION-
AL CONFER-
ENCE 
 

 
 
Century 
Park Hotel 

 
 
Manila, 
Philippines 

 
 
2014.2.20-21 

 

Masako Saito,Yoshiko Mother-child interaction aEast Asian ForumCentury Manila, 2014.2.20-21
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Masako Saito,Yoshiko 
Nagao, Yuko Takayam
a, Yumi Kondo, Mari 
Suenaga , Hayami Hay
ashida, Kiyoko Hayashi 
Emiko Kawauchi, Saya
ka Tsuchiya,  
Emiko Suzui, Yuka Ii
o, Kazutomo Ohashi 
 
 
 

Characteristics related to 
mother-child interaction at
 one-month postpartum as
sessed by Japanese versio
n of Nursing Child Asses
sment Satellite Training P
roject (JNCAST) 

18th EAFONS  
 
 
（Abstract Book 2
23頁）  

NTUH Inte
rnational C
onvention 
Center  

No. 2,  Xu
zhou Road,
 Zhongzhe
ng District
 100, Taip
ei City 

Taipei City 
Taiwan 

2015.2.2-5 

内野聖子，野中恭子，

大谷喜美江，吉田一子 

Development of scales 

to determine the 

abilities of people who 

implement group remi-

niscence therapy 

Gerontology So-

ciety of Ameri-

ca：GSA 

ワ シ ン ト

ン・コンベ

ンションセ

ンター 

アメリカ 2014.11.5-9 

 

小野智佐子 

 

RC30：Health Professio

ns and Organizations:

 Issues of Internatio

nal Comparison 

The Competency of 

Midwives in Independ-

ent Practice: Their 

Supporting Mothers' 

Autonomy in Chil-

drearing 

ISA世界社会学会 

 

パシフィッ

ク横浜 
横浜市 2014.7.17 

Yoshioka, S., 
Kajiyama, M., & 

Taniyama, M. 

Characteristics of com-
munication skills of 

general ward nurses for 
end-stage cancer patients 

and their families 

EAFONS 18th int
ernational  
conference 

NTUH  
Internation
al Convent
ion Center

  

Taipei, 
Taiwan 

2015.2.6  

Taniyama, M., Koichi, 
R., Yamashita, R., Yo-

shioka, S., & 
Akizuki, Y. 

Problems and effective 
supports for homeless peo-

ple in Japan: views from 
support people  

 

EAFONS 18th in-
ternational confer-

ence 

NTUH  
Internation
al Convent
ion Center 

Taipei, 
Taiwan 

2015.2.5  

K. Otani*1, 
E.Tomizawa 2, 
Y. Matsuda１ , 
M. Arakida１  

Developing the Daily Up-
lifts Scale to Support 
Health Behavior for 

Workers 

The21StAsianConf
erence on Occupa-
tional Health（第21
回  アジア産業

保健学会会）  
 

ヒルトン福

岡シーホー

ク  

福岡 /福岡  2014.9.2 - 4  
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EikoTomizawa，Kimie 
Otani， Yuko Matsuda，
Mikako Arakida 

Study of eating behavior 
and Daily Hassles 

The21StAsianConf
erence on Occupa-
tional Health（第21
回  アジア産業

保健学会会）  

ヒルトン福

岡シーホー

ク  

福岡 /福岡  2014.9.2-4 

Matsuda Yuko ,Otani 
Kimie , Tomizawa Ei-
ko ,Arakida Mikako  

State of Competencies for 
Emergency Response of 
Occupational Health 
Nurses: The Second Re-
port of The acquisition 
situation of the knowledge 
of Emergency Response 

The 21St Asian 
Conference on 
Occupational 
Health （ 第 21 回 

アジア産業保健

学会会）  

ヒルトン福

岡シーホー

ク  

福岡 /福岡  2014.9.2-4 

Eiko Suzuki, Tomomi
 Azuma, Yuko Takay
ama, et al. 
 

Situations among novice 
nurses and preceptor, th
ey cannot be assertive 

Sigma Theta Tau
 International's 
 25th Internationl
 Nursing Researc
h Congress 

トルコ  トルコ  2014.7 

Masako Saito, Yoshik
o Nagao , Yuko Taka
yama, et al 
 

Characteristics related to
 mother-child interaction
 at one-month postpartu
m assesssd by Japanese 
version of Nursing Child
 Assessment SatelliteTrai
ning Project (JNCAST) 

18th EAFONS in
 Taiwan  
 

台湾  台湾 2015.2.5-6 

Kazumi Aizawa 

 

Study on the Assessment 

at Crise Intervention 

by Visiting Nurse af-

filiated with a Hos-

pital –Ａｎexamination 

based on the model of 

crisis intervention 

for the person with 

mental disorder at 

home- 

AsIan society of 

Human SERVICE  

 

Community 

Chest of 

korea 

Eoul,Kor

ea 

2015.9.10.14 

 

Mikako Arakida, 

Kimie Otani, Yuko 

Matsuda, Motomi 

Negishi, Saori Yo-

shioka, Ciyo Iga-

rashi, Tomomi 

Miyoshi, Miki Aoy-

agi, Hiroaki 

Tani,Syunya Ikeda. 

Current Situations and 

Problems of Health 

Services for Aging 

Workers in Japan 

International 

Commission Oc-

cupational 

Health 

COEX Ko-

rea/Seoul 

2015.5.31 
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Mikako Arakida, Emiko 

Ruruhata,Miki Aoy-

agi,  

Kimie Otani、Kanako 

Takenaka.Mizuho 

Watanabe, Ruriko 

Yamashita 

An Examination of the 

Relationship between 

Health Knowledge and the 

Desires of Workers in 

Japan for an Increase in 

Occupational Health 

Services 

19th EAFONS2016 - 

Confirmation 

幕張メッ

セ 

千葉県 2016.3.13 

衣川さえ子 他 Creation of the Safety 

Checklist for IV Manage

ment of Japanese Nurses 

 

4th World Congre

ss of Clinical S

afety Internatio

nal Association 

of Risk Manageme

nt in Medicine 

 

Schonbrun

n 

Vienna,Au

stria 

2015.9.23 

Masako Saitou, Yo-
shiko Nagao , Yuko 
Takayama, Yumi 
Kondo, Mari  
Suenaga,. Hayami 
Hayashida, Kiyoko 
Hayashi， Emiko Ka-
wauchi, Sayaka  
Tsuchiya, Emiko Su-
zui, Kazutomo Ohashi 
、 

Association between the 
Father’s Age and Mother
-Child Interactions One 
Month after Delivery 
 

19th EAFONS,2
016、Abstract Bo
ok 643頁  

幕 張 メ ッ

セ 国 際 会

議場  

千葉県  
千葉市  

2016.3.14-15
 

A.Takahashi1,  
E.Yoshimura,  
Y. Urbain1 
 

Coping with the Occupat
ional Stress of the Nursi
ng Profession: 
Comparison between 
Nurses in their Second and 
Third Year 
 

ENDA-WANS-Co
ngress2015 
 

Hannover, 
Germany
（コングレ

ス セ ン タ

ー）  

Hannover, 
Germany 

2015.10.16 
 
 
 
 
 

Maki Taniyama, Ruriko 
Yamashita, Rieko 
Hashimoto, et.al. 

Requests for health care 
professionals caring for 
homeless people in Japan: 
an Interview study of ad-
vocates’ view. 

19th Conference 
of East Asian 
Forum of 
Nursing Schol-
ars. 
 

幕張メッ

セ 
千葉県  2016.3.14 

Maki Taniyama 
（Modelater）  

Home Care Nursing 19th Conference 
of East Asian 
Forum of 
Nursing Schol-
ars. 
 

幕張メッ

セ 
千葉県  2016.3.15 
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Ruriko Yamashita 
Mikako Arakida 
Maki Taniyama  
Chiharu Fujita 
Megumi Hobo 
AtsukoAurues  

The role of an all-phase
 disaster nursing educati
on program in shaping s
tudents' awareness of nur
sing needs at various dis
aster phases 

19th East Asian 
Forum of Nursing 
Scholars 
 

Makuhari 
Messe 

Chiba 
Japan 

2016.3.14-15
 

Maki Taniyama,  
Ruriko Yamashita,  
Rieko Koichi Hashim
oto, Megumi Hobo,  
Chiharu Fujita  

Requests For health care  
Professionals caring for  
homeless people in Japan:  
An interview study 
of advocates’ views 

19th East Asian 
Forum of Nursing 
Scholars 
 

Makuhari 
Messe 

Chiba 
Japan 

2016.3.14-15
 

Matsuda Y, Negishi 
M, Otani K,  Tomiza
wa E,  Arakida M. 
 
 
 

State of Competencies fo
r Emergency Response o
f Occupational Health N
urses: A comparison of 
basic life support skills 
acquisition according to 
years of clinical experien
ce 

The 31st Internati
onal Congress on
 Occupational He
alth 

COEX Int
ercontinent
al Seoul 

Seoul／Ko
rea 

2015.5.31-6.5
 

Otani K, Matsuda Y, 
Negishi M, Tomizawa
 E, Arakida M. 
 

The relationship of work
er’s resilience and Daily
 Uplifts on the health b
ehaviors 
 
 
 

The 31st Internati
onal Congress on
 Occupational He
alth 

COEX Int
ercontinent
al Seoul 

Seoul／Ko
rea 

2015.5.31-6.5
 

Tomizawa E,  Otani 
K, Matsuda Y, Arakid
a M. 

Study of Health Behavio
r and Daily Hassles of 
Workers 

The 31st Internati
onal Congress on
 Occupational He
alth 

COEX Int
ercontinent
al Seoul 
 

Seoul／Ko
rea 

2015.5.31-6.5
 

Arakida M, Otani K, 
Matsuda Y, Negishi 
M, Yoshioka S, Igara
shi C, Miyoshi T, Ao
yagi M, Tani H, Iked
a S. 

Current Situations and P
roblems of Health Servic
es for Aging Workers in
 Japan 

The 31st Internati
onal Congress on
 Occupational He
alth 

COEX Int
ercontinent
al Seoul 

Seoul／Ko
rea 

2015.5.31-6.5
 

Mika TAKANO 
Eiko SUZUKI 
Yuko TAKAYAMA 
 

Relationship between bur
nout risk in novice nurs
es working in university
 hospitals of Japan and 
educational support in th
e workplace 

19th EAFONS  幕 張 メ ッ

セ 
千葉県  2016.3.14 
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Yuko TAKAYAMA 
Eiko SUZUKI 
Mika TAKANO 

Factors related to burnout 
in hospital nurses with 
children 

19th EAFONS  幕 張 メ ッ

セ 
千葉県  2016.3.14 

KOBIYAMA Atsuko,  
SUZUKI Eiko,  
TAKAYAMA Yuko. 

 
Factors affecting allevia-
tion of anemia in postnatal 
anemia sufferers 
 

 
International Con-
federation of 
Midwives 

パ シ フ ィ

コ横浜  
横浜  2015.7 

SAITO Masako, 
NAGAO Yoshiko, 
TAKAYAMA Yuko 

 
Association between the 
Father's Age and Moth-
er-Child Interactions One 
Month after Delivery 
 

 
19th EAFONS 

幕 張 メ ッ

セ 
千葉  2016.3 

KanakoTAKENAKA , 
Mikako ARAKIDA 

Relationship between dev
elopmental features and 
difficulties in school life
 of very low birth weig
ht (VLBW) infants, obtai
ned from mothers’ interv
iews 

ICHHNR Cultural 
Centre, 
Seoul 
National 
University, 

Seoul ／

South Ko-
rea 

2015.8.20 

Mikako ARAKIDA , 
Kanako 
TAKENAKA,Fumiko 
NAKAMURA,Sawako 
TAKAHASHI 
 

Examination of the Actual 
Health Promotional Activ-
ities and the Promotional 
Factors in the Workplace 

ICHHNR Cultural 
Centre, 
Seoul 
National 
University, 

Seoul ／

South Ko-
rea 

2015.8.21 

Kanako TAKENAKA, 
Mikako ARAKIDA  

Mothers' Perceptions of 
Difficulties Faced by 
Children Who Were Very 
Low Birth Weight Infants 
When They Are in a Reg-
ularElementary school  

第19回EAFONS 幕 張 メ ッ

セ 
千 葉 県 ／

千葉市  
2015.3.15 

衣川さえ子 ,  岩本郁

子 , 高橋正子 , 梅津  

靖江  

Development of a non-te

chnical skills training

 for nurses 

 

5th World Congres

s of Clinical Saf

ety International

 Association of R

isk Management in

 Medicine 

Joseph B.

 Martin C

onference

 Center, 

Harvard M

edical Sc

hool 

USA/ Bos-

ton 

2016.9.22 

磯山あけみ, 

衣川さえ子 

 

 

How Midwives in Japan R

ecognize the Support Th

ey Give to Families Hav

ing a Child 

International 

Council of Nurses 

Congress 

バ ル セ ロ

ナ 国 際 会

議場 

SPAIN/ 

Barcelona 

2017.5.28 
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Emiko Yoshimura Effectiveness of an educa-
tional program for hospital 
nurses to learn  a com-
prehensive gerontological 
nursing assessment 

 
長野県看護大学

国際研修センタ

ー 

University 
of San 
Francisco 

San Fran-
cisco 

2016.2.27 

小野 智佐子， 

入江 多津子 

 

Midwife Support and 

Maternal Identity: 

Fieldwork Study at a 

Birth Centre 

 

第3 回 世界ケア

リング学会 

 

シティプ

ラザ久留

米 
久留米市 

2017.3.26 

 

小野 智佐子， 

入江 多津子 

An Investigation into 
the Effectiveness of 
Care Programs for 
Helping Postpartum 

Women Relax 

第3 回 世界ケア

リング学会 

シティプ

ラザ久留

米 
久留米市 

2017.3.26 

 

小野 智佐子， 

入江 多津子 

 

Independent Midwifes’ 
Interaction with Cli-
ents and Their Em-
powerment: Focusing 
on continuous care from 
the prenatal to the peri-
natal and child-rearing 
periods 
 

第3 回 世界ケア

リング学会 

シティプ

ラザ久留

米 
久留米市 

2017.3.26 

 

入江 多津子, 

小野 智佐子 

 

独居高齢者のさみしさ

の認識とケアマネジャ

ーとの関係に関する調

査 

 

 

第3 回 世界ケア

リング学会 

シティプ

ラザ 
久留米市 

2017.3.26 

 

RurikoYamashita, 
Mikako Arakida, 
MakiTaniya-
ma,Megumi Hobo, 
Atsuko Aurues 
 

Trend of  Studies on Ac-
tivities of Public Health 
Nurses at Disaster 

Asia-Pacific Aca-
demic Consortium 
for Public Health 

帝 京 大 学

板 橋 キ ャ

ンパス  

東 京 都 板

橋区  
2016.9.16-19

 

鳥本 靖子  The Impact of Caregiving 
on Subjective Health of 
Family Caregivers:A 
Comparative, 
 Longitudinal Study 

 Gerontological 
Society  
of America( 米 国

老年学会) 2016 

マ リ オ ッ

ト ホ テ ル 

ニ ュ ー オ

ーリンズ  

ニ ュ ー オ

ー リ ン ズ

（米国）  
 
 
 

2016.11.17 

- 84 -



 

Horigane Y、Takahashi M、 

Yamada K 

Effect of intervention

 with a soundproof low

-light-intensity cover

 on premature infants 

during mydriasis  

The 9th Coun-

cil of Inter-

national Neo-

natal Nurses 

Confer-

ence(COINN201

6) 

 

THE WES-

TIN 

BAYSHORE, 

VANCOUVER 

 

CANADA/ 

VANCOUVER 

2016.8.14-19

 

Eiko Suzuki, Akiko 
Maruyama, Yuko Taka-
yama, Yukiko Sato 

Collaboration in the Hos-
pital -Situations Novice 
Nurses Cannot Be Asser-
tive Toward Their Senior 
Nurse and Co-medical 
Staff 
 
 

13th Interna-
tional Congress 
in Nursing In-
formatics 

The Inter-
national 
Confer-
ence Cen-
tre 

Geneva 2016.6 

Yuko Takayama, Eiko 
Suzuki, Amy Takayama, 
Karen Takayama, Sachie 
Tomita, Takako Negishi, 
Chiaki Kinouchi 
 

Factors Related to Mental
 Health in Female Nurses
 with Children Aged Und
er Three in Japan 

17th Pacific Rim 
College of Psy-
chiatrists Scien-
tific Meeting 

Kaohsiung 
Exhibition 
Center 

台湾  2016.11 

Eiko Suzuki, Yuko Ta-
kayama, Sachie Tomita, 
Chiaki Kinouchi 
 
 

Development of a Novice
 Assertiveness 

17th Pacific Rim 
College of Psy-
chiatrists Scien-
tific Meeting 

Kaohsiung 
Exhibition 
Center 

台湾  2016.11 

Ichiro Itomine, Eiko Su-
zuki, Yuko Takayama, 
Atsuko Kobiyama, Shi-
geko Shibata, Junna Ku-
nii 

The validity and reliabilit
y of the scale of fundam
ental competencies for w
orking persons in new gr
aduate nurses in Japan 
 
 

17th Pacific Rim 
College of Psy-
chiatrists Scien-
tific Meeting 

Kaohsiung 
Exhibition 
Center 

台湾  2016.11 

Sachie Tomita, Eiko Su-
zuki, Yuko Takayama, 
Atsuko Kobiyama, 
Harumi Kawamura 

Factors influencing asserti
veness among preceptors 
 giving practical guidanc
e to novice nurses 

17th Pacific Rim 
College of Psy-
chiatrists Scien-
tific Meeting 
 

Kaohsiung 
Exhibition 
Center 

台湾  2016.11 

Chiaki Kinouchi, Eiko 
Suzuki, Yuko Takayama, 
Harumi Kawamura 

Factors related to mental
 health support for nurse
s in long-term care ward 

17th Pacific Rim 
College of Psy-
chiatrists Scien-
tific Meeting 
 

Kaohsiung 
Exhibition 
Center 

台湾  2016.11 
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Yuko Takayama, Eiko 
Suzuki, Maki Matsuo, 
Takako Yamamoto, Tak
ae Machida 

Research Trends Related 
to Burnout in Female Nu
rses During Childcare 

The 20th East 
Asian Forum of 
Nursing Schol-
ars 

The Hong 
Kong Pol-
ytechnic 
University 
 

香港  2017.3 

Yamamoto Kayoko 
Okumiya Akiko 

Adaptation of the Self-De
termination Theory to mo
tivation of the self- mana
gement of the Japanese p
atients with hemodialysis
 treatment. 
－Comparison of the in-
vestigation on 2 cities of 
Japan －  

The 20th East 
Asian Forum of 
Nursing Schol-
ars 

Regal 
Riverside 
Hotel 

Hong 
Kong 

2017.3.10 

Mika Takano，  
Eiko Suzuki，  
KyokoTahara , 
Yoshiko Sera．  

Literature review of "organ-
izational climate" in the 
nursing field in Japan 

EAFONS 

Regal 
Riverside 
Hotel 

Hong 
Kong 

2017.3 

Yoshiko Sera , 
Eiko Suzuki , 
Yuko Takayama, 
Mika Takano 

Public Perception of and 
Engagement in Health Lit-
eracy among Parents and 
Preschool Teachers in Japan 

EAFONS 

Regal 
Riverside 
Hotel 

Hong 
Kong 

2017.3 

Machida T, Suzuki E, 
Takayama Y, Matsuo M 

The coping behaviors of 
multidisciplinary profes-
sionals during a   no-
rovirus outbreak and term 
cooperation 

The 20th East 
Asian Forum of 
Nursing Schol-
ars Hong Kong 

Regal 
Riverside 
Hotel 

Hong 
Kong 

2017.3.9-10 
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（16）福岡保健医療学部 医学検査学科 

１．業務出張 

氏名 出張先 目的 期間 

梅村 創 College of Medicine and 

Public Health, Ubon 

Ratchathani 34190, 

Thailand. 

・ 招聘講演: "Liquid 

Biopsy and exosome 

micro RNAs: The new 

biomarkers and 

therapeutic 

approaches in the 

Aged Society" 

・ マイクロ RNA解析の

共同研究について 

・ 学長表敬 

2017.8.9-13 

 
２．公的国際協力 

氏名 出張先 目的 期間 
    

 
３．国際学会などの委員 

氏名 委員 期間 

志村 華絵 Public Relations Committee, Japan Chapter, 

American College of Physicians(ACP) (米国内科学会

日本支部 Public Relations Committee委員) 

2018.2〜2020.6 (さらに

2年延長の可能性あり) 

 
４．国際学会学術発表 

演者名 学会・研究会名 日時 場所 

佐藤 謙一 2013 AACC annual meeting 2013.7.28-8.1 Houston, USA  

佐藤 謙一 IFCC WorldLab 2014 2014.7.22-26 Istanbul, Turkey 

宇治 義則 IFCC WorldLab 2014 2014.7.22-26 Istanbul, Turkey 

赤松 直樹 The 8th Asia Oceania Epilepsy Congress 2014.8.6-10 Singapore 

赤松 直樹 8th Asian Epilepsy Surgery Congress 2014.10.5-6 Tokyo, Japan 

赤松 直樹 The 8th international epilepsy 

colloquium 

2015.6.14-18 Grenoble, France 

片山 雅史 The 32nd World Congress of Biomedical 

Laboratory Science 

2016.9.2-4 Kobe, Japan 

佐藤 謙一 The 32nd World Congress of Biomedical 

Laboratory Science 

2016.9.2-4 Kobe, Japan 

船島 由美子 The 32nd World Congress of Biomedical 

Laboratory Science 

2016.9.2-4 Kobe, Japan 

安田 聖子 The 32nd World Congress of Biomedical 

Laboratory Science 

2016.9.2-4 Kobe, Japan 

 
共同演者 
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Ⅴ．各学部各学科の自己点検評価と今後の課題 

 

（１） 保健医療学部 看護学科 

 

１．教育面 

１）教育内容  

 本学の教育理念・教育目標に基づき、看護学科では、6 つのカリキュラムポリシーと 7 つのディ

プロマポリシーを策定している。現在運用されている平成 24(2012)年度改編カリキュラムは、より

質の高い基礎教育、実践能力の強化を意図して改編されたものである。このカリキュラム導入後 4

年経過した平成 28（2016）年度には、カリキュラムの評価を行い、看護系大学における「到達目標

2011」で示された教育内容はほぼ網羅していることを確認したが、学習方法の検討が課題とされた。

平成 29(2017)年度から、カリキュラム検討会を設置し、文部科学省から平成 29年 11月に提示され

た看護教育モデル・コア・カリキュラムを参照に、教育内容や目標を検討し、看護実践能力の育成

にむけたカリキュラムの編成をめざしている。 

さらに次のカリキュラムの改編に向けて、大田原、小田原、福岡、成田の 4キャンパスの看護学

科で、合同カリキュラム検討委員会を設置し、取り組んでいる。 

 

２）臨地実習  

 学生は 4 年間で、看護学科履修者は、臨地実習 11 科目・23 単位、公衆衛生看護学履修者は、12

科目・27単位を 90実習施設の協力のもと履修している。各教員は少人数グループの学生を担当し，

臨床現場に出向いて施設側の実習指導者と共同して学生の到達度を高めている。また臨地実習オリ

エンテーションでは，実習病院の指導者をまねいている。指導者に「臨床における安全」などの具

体的なオリエンテ－ションを実施してもらうことで，学生の実習へ意識を高めると同時に指導者は，

学生のレディネスの把握をすることができ実習指導に役立てることができることにつながっている。

また，実習前，実習中，実習終了後における課題やその解決策について、指導者と話し合う機会を

設け、質の高い一貫した教育ができるよう取り組んでいる。 

 
３）国家試験対策  

 国家試験係会議を毎月開催し、国家試験対策や受験対応に関しての詳細を協議している。また行

事や学年の様子を把握して予定を組むために、3，4年生の学年担当者らと綿密に打ち合わせて調整

をしている。支援教員は、場合によってはアドバイザー教員と協力しながら、学生対応をしている。

成績低迷者に対しては、継続的にフォローするために支援教員への連絡を密にし、対応を依頼して

いる。平成 28（2016）年度は看護師国家試験も保健師国家試験も全国大学合格率を上回ることがで

きた。平成 29（2017）年度対応として、集中して受験勉強がすすむよう 12 月より登校学習を推奨

した。成績低迷者は 1 月より登校学習としている。なお不合格となった場合、既卒生対応として 1

年間、学習法の相談や手続きを支援している。 

看護師 本学 
合格率 

全国 
合格率 

全国大学 
合格率 

保健師 本学 
合格率 

全国 
合格率 

全国大学 
合格率 

2015年度 98.3% 94.9% 97.4% 2015年度 98.4% 92.6% 93.5% 

2016年度 97.5% 94.3% 96.5% 2016年度 98.3% 94.5% 95.4% 

2017年度 97.5％ 96.3％ - 2017年度 95.1％ 85.6% - 
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２．学生支援面   

 看護学科では、学年ごとにアドバイザー制をとり、各学生の大学生活全面にサポートしてい

る。また、1・2 年次の学生には、学修支援の時間を設けて、特に専門基礎科目の強化を図り、

年度末には実力テストと業者補講等も取り入れている。メンタル面に悩みや課題を抱えた学生

も近年増加傾向にあり、細やかな学生への対応が求められ、保護者とも密な連絡を取りながら

学生支援に取り組んでいる。 

就職に関しては、毎年 100％が医療施設や行政機関などに就職している。医療施設等からの

求人数は減少傾向にあるものの、年間 2万人前後と多く、今後も同様の状況が続くと思われる。 

 

３．研究面 

 平成 28年度（2016）年度の研究業績として、著書 3編、原著 15編等であった。研究費の獲

得状況として平成 29年度（2017）年度、文部科研費を 5件申請したが採択されなかった。学内

研究費は 13件受給している。 

  
４．学科内ＦＤ活動  

 看護学科の FD 活動として、Ｈ27 年度は「高等教育の本質に迫る－専門職の実践力・判断力育成

への改革－」、Ｈ28年度「文化人類学から見た質的研究－分析の視座を問い直す」、Ｈ29年度は「発

達障害に対する教育的支援について考える」をテーマとして開催した。さらに、今年から『看護研

究カフェ』と題して、若手教員の研究能力向上に資することを目的として、科研費獲得教員による

プレゼンテーションと自由な雰囲気の中でのディスカッションを行う場を設けた。研究活動の可視

化により、若手教員の研究への動機づけとなっているため、今後も継続していく。 

 

５．社会活動 

 地域貢献の一環として、公開学習会を年 1回開催した。Ｈ27年度は「教育学の知識とスキルを看

護に活かそう－これからの参加型教育について考える－」、Ｈ28 年度「命の終わりのときまで輝い

て生きるために－当事者・家族の声から学ぶ知恵－」をテーマとして行った。 

  

６．今後の課題 

・看護実践能力の育成にむけたカリキュラムの改編、および教育内容の質の向上を図る。 

・実習病院との交流をさらに促進し、実習環境を向上させる。 

・看護師および保健師国家試験の合格率を高める。 

・科研費などの研究助成費の獲得を推進し、教員の研究活動を促進する。 
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役　職 氏　名

委員長 副大学院長 丸山　仁司

副委員長 医療福祉学部 医療福祉・マネジメント学科 学科長・教授 小林　雅彦

看護学科 教授 世良　喜子

理学療法学科 准教授 金子  純一朗 

作業療法学科 教授 小賀野　操

言語聴覚学科 教授 阿部　晶子

教授 原　直人

臨床准教授 伊藤　美沙絵

放射線・情報科学科 准教授 樋口  清孝

医療福祉学部 医療福祉・マネジメント学科 副学科長・教授 山本　康弘

薬学部 薬学科 教授 角南　明彦

成田医学部 医学科 教授 森田　林平

成田看護学部 看護学科 教授 木戸　久美子

理学療法学科 准教授 糸数　昌史

作業療法学科 講師 平野　大輔

言語聴覚学科 教授 内田　信也

医学検査学科 講師 木村　明佐子

看護学科 准教授 青柳  美樹

理学療法学科 准教授 堀本  ゆかり

作業療法学科 准教授 窪田  聡

福岡看護学部 看護学科 教授 白石　裕子

理学療法学科 講師 池田　拓郎

作業療法学科 准教授 多賀　誠

言語聴覚学科 教授 安立　多惠子

医学検査学科 講師 佐藤　謙一

福岡保健医療学部
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所　属

保健医療学部

視機能療法学科

成田保健医療学部

小田原保健医療学部
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